「莂 込って むずかし いものね」 

「そり ゃァ 貴女 …… 」 

はさみ 

「鋏づ かい 随分 器用ね」 

「これで 生活て 〔# I 生活て」 は ママ〕 いるんで さァ」 

「ずいぶん 年季 入れた の」 

「へい」 

ささ 

木 蘭 は、 その 大輪の 花 を、 空に 向かって 捧げて いる 

かいどう たと 

し、 海棠の 花 は、 悩める 美女に 譬えられ ている、 なま 

もくれん ちりば 

めかし い 色 を、 木蓮の、 白い 花の 間に 鏤めて いるし、 

花木の 間に は、 苔の むした 奇 石が、 無造作に 置かれて 

みそ さざえ 

あるし、 いつの 間に 潜 込んで 来たの か、 鵜 鳥が、 こそ 



の 影 を、 畳へ 長く 引いて いた。 

「板 垣 退 助が 参謀と なり、 岩 倉 具定を 総督と し、 土 州、 

因 州、 薩 州の 兵 三千、 大砲 二十 門 を 引いて、 東 山道 

軍と 称し、 木會路 から 詉訪へ 這 入り、 甲府を 襲い、 甲 

府 城代 佐 藤 駿河守 殿を征 め、 甲 府城を 乗 取ろうと して 

いるの じ や。 そこで 我々 新選 組が、 甲 州 鎮撫 隊と名 を 

改め、 正式に 幕府から 任命され、 駿河守 殿を援 け、 甲 

府城を 守る 事に なり、 不日 出発す る 事に なった のじ や 

、、ゝ - 

力 」 

と、 色 浅黒く、 眼 小さく 鋭く、 ロー 倍大き く、 少ぃ 

髪 を 総髪に 結んで いる 勇 は、 部屋の 半分 以上 も 射 込ん 



でい る 陽に、 白 袴、 黒紋付 羽織の 姿 を焙ら せながら、 

一息に 云って 来たが、 俄に 口 を噤ん で、 当惑した よう 

に 総 司 を 見た。 

1 つし ろ 

総 司 は、 背後に 積 重ねて ある 夜具へ 体 を もたせかけ、 

焦心って いる 眼で、 お 力が 持って来て、 まだ 瓶に も揷 

つばき 

さず、 縁側に 置いて ある 椿 の 花 を 見たり、 舞 込んで 来 

ちょう 

た 蝶が、 欄間の 扁額の 縁へ 止まった の を 見たり して 

いたが、 

「先生、 勿論、 私 も 従軍す るので しょうな。 何時 出発 

なさる のです」 

「君 も 行きたい だろう が、 その 体で はのう。 …… それ 



いきながら 

総 司 は、 良 順の 介抱に よ つ て、 今日 生存 えてい ると 

いっても よいので あった。 はじめ 総 司 は、 他の 新選 組 

の、 負傷した 隊士と 一 緒に、 横 浜の、 ドイツ人 経営の 

病院に 入れられて、 治療 させられた ので あつたが、 良 

匿 ま 

「沖 田 は、 怪我ではなくて 病気な の だから」 

と 云って、 浅 草 今 戸の、 自分の 邸へ 連れて来て 療治 

したが 

「この 病気 (肺病) は、 こんな 空気の 悪い、 陽の あた 

ら ない 下町の 病室な どで 療治して いたで は 治らない」 

と 云い、 この 千駄ケ 谷の 植甚の 離れへ 移し、 薬 は、 



おちつ かお 

却って 沈着き、 容貌な ども 穏やかに なって いた。 

わたくし かくまい 

「 妾 、 あなた 様から、 お 隠匿して いただきました 晚、 

あなた 様、 眠りながら、 お 千代、 たっしゃ かえ、 たつ 

しゃで いてお くれと 仰 有い ましたが、 お 千代 様と おつ 

しゃる お 方 は？」 

と、 お 力 は 何気無 さそう に 訊いた。 

「そんな 寝言、 云いました かな」 

と 総 司 は 俄に 赧ぃ顔 をした が、 

「京都に いた 頃、 懇意に した 娘 だが …… 町医者の 娘で 

…：- J 

「ただ ご 懇意に？」 



とお 力 は、 揶揄す るよう な 口調で いい、 その 癖、 色 

気 を 含んだ 眼で、 怨 ずるよう に 総 司 を 見た。 

ろうば い 

総 司 は 当惑した ような、 狼狽した ような 表情 をした 

力 

「ただ 懇意に と は 9 …… 勿論 …… いや、 併し、 どう 云つ 

たらよ いか …… どっちみ ち、 私 は、 これ 迄に、 一人の 

女し か 知らないので」 

お 力 は 思わず 吹 出して 了った。 

「まあまあ そのお 若さで、 一 人し か 女 を。 …… でもお 

噂に よれば、 新選 組の 方々 は、 壬 生に おられた 頃 は、 

ずいぶん その 方で も …… 」 



「いや、 それ は、 他の 諸君 は …… わけても 隊長の 近 藤 

殿な ど は …… 土方 殿な どになる と、 近 藤 殿 以上で。 … 

…ただ 私 だけが、 臆病だった ので …… 」 

「これ 迄に、 二百 人 もお 斬りに なった というお 噂の あ 

る貴郎 様が 臆病 …… 」 

「いや、 女に かけて はじゃ。 人 を 斬る 段になる と 私 は 

茧ヽ ，• ！ | 

HJ レ 」 

そび や や 

と、 総 司 は、 グッと 肩を聳 かした。 痩せて いる 肩で 

ほとばし 

はあった が、 聳 かすと、 さすがに 殺気が 迸った。 

お 力 は ヒャリ としたよう であった が、 

「お 千代さん という 娘さんが、 その 一人の 女の 方な の 



「神様の ようで …… 」 

「うん。 …… いや …… それ 程で もない が …… 親切 

：」 

「そのお 方、 只今 は？」 

「切れて 了った！」 

むせ 

こう 云った 総 司の 声 は、 本当に 咽んで いた。 

「切れて …… まあ …… でも …… 」 

「近 藤 殿の 命での う」 

い つ- 

「何時？」 

「江戸への 帰途。 …… 紀州 沖で …… 富士山 艦で、 

- 」 刃 心り 一 



「左様なら つ て …… 」 

「うん」 

「可哀 そうに」 

「大丈夫た る 者が、 一 婦人の 色香に 迷った では、 将来、 

大事 を 誤る と、 近 藤 殿に 云われた ので」 

「お 千代 様、 さぞ 泣いた で ございましよ うねえ。 …… 

かえし うらみごと 

いずれ、 返書で、 怨言 を …… 」 

へんしょ 

「返書 は 無い」 

「まあ、 …… 何ん とも 9 それで は、 女の 方で は、 

あなた 様が 想って いる 程に は …… 」 

「莫迦 申せ！」 



と、 総 司 は、 眼 を 怒らせて 呶 鳴った。 

「お 千代 はそんな 女で はない！ お 千代 は、 失望して、 

恋い こがれて、 病気に なって いるの じ や— …… と、 わ 

し は 思う。 …… 病気に なっての う」 

総 司 は 膝へ 眼 を 落とし、 しばらく は 顔 を 上げな かつ 

た。 部屋の 中 は 静かで、 何時の 間に 舞 込んで 来た もの 

おやゆび が まわ リ 

か、 母 指 ほどの 蛾が 行燈の 周囲 を 飛 巡り、 時々 紙へ あ 

たる 音が、 音と いえば 音であった。 総 司 は、 まだ 顔 を 

上げなかった。 お 力 は、 その 様子 を 見守りながら、 (何 

んて 初心な、 何ん て 生一本な、 それにしても、 こんな 

人に、 そう 迄 想われて いるお 千代と いう 娘 は、 どんな 



女であろう 9 幸福な！) と 思った。 と共に、 自分 

ねたまし さ 

の 心の奥へ、 嫉妬の 情の 起こる の を、 何う する こと も 

出来なかった。 

親友 は 討った が 

「あのう」 

と、 ややあって からお 力 は、 探る ような 声で 云った。 

「細 木 永之丞 というお 方 は、 どういうお 方な ので ござ 

いますの？」 

「ナ 二、 細 木 永之丞 P どうして そのような 名 をご存 



て、 わしが 討 取った 男 じ や」 

「ま ァ、 どうして 9 ご 親友の 上に、 同じ 新選 組の 

同士 を？」 

「近 藤 殿の 命令だった ので …… 」 

「近 藤 様に してから が、 同士の 方 を …… 」 

そむ 

「いや、 規律に 反けば、 同士で あろうと 隊士 であろう 

と、 斬って 捨てねば …… 細 木ば かりで なく、 同じ 隊士 

でも、 幾人と なく 斬られた もの じ や。 …… 近 藤 殿の 以 

前の 隊長、 芹 沢 鴨 殿で さえ —— 尤も これ は、 何者に 殺 

まこと 

された か 不明と いう ことに はなって いるが、 真実 は、 

土方 殿が、 近 藤 先生の 命令に よって、 壬 生の 営所で、 



向いて 歩いて 行く から、 背後から 斬って くれと 云い、 

ズ ンズン 歩いて 行く の だ。 月の 光で、 白く 見える 河原 

うしろ 

をな ァ。 背後から 何ん と 声をかけても、 もう 返辞 をし 

ない の だ。 …… そこで 私 は、 …… 背後から 只 一刀で… 

…首 を— …… 綺麗に 討 たれて くれたよ」 

息 を 詰めて 聞いて いたお 力 は (それじゃ ァ永 之丞さ 

んは、 話合いの 上で お 討 たれな された のか。 …… では 

総 司さん を怨 むこと はな いわねえ) と 思いながら も、 

矢張り 涙 は 流れた。 その 涙 を 隠そうと して、 窓の 方 を 

向いた。 すると、 その 窓へ、 小石の あたる 音が した。 

お 力 は ハツと したよう であった が、 



「何う と は？」 

「嫌いだと か、 好きだと か？」 

「怖い」 

「怖い？ まあ」 

「親切な 人と は 思う が …… 何ん となく 怖い— それ 

にわしに はお 千代 というものがあるの だから …… 」 

「お切れな された くせに」 

「強いられ たから じ や。 …… 心で は …… 」 

「心で は？」 

「女房と 思って おる。 …… それでも うお 力 殿に は 今後 

…：- J 



「来ない ように」 

「済まぬ が …… 」 

「妾 は 参ります。 …… 貴郎様 はお 嫌いなさい ましても、 

妾 は、 あなた 様が 好きで ございま すから。 …… それが 

お 力と いう 女の 性 でございます」 

(おや？) とお 力 は 聞 耳 を 立てた。 

池へ 落ちて いる 滝の 音が、 その 音色 を 変えた からで 

あった。 

(誰かが 滝に 打 たれて いるよう だよ) 

然ぅ、 単調に 聞え ていた 水 音が、 時々 滞って 聞え る 

のであった。 



(可笑しい ねえ) 

良人 を 慕 つ て 

お 力が、 総 司の 為の 薬 を 貰って、 浅 草 今 戸の、 松 本 

やしき 

良 順の 邸 を 出た の は、 それから 数日後の、 午後の こと 

であった。 門の 外に、 八重桜の 老木が あって、 ふつく 

ふさ もみつ 

リ とした 総の ような 花 を 揉 付ける ように つけて いた。 

お 力が その 下まで 来た 時、 

「松 本 良 順 先生 の お 邸 は こちらで ございま しょうか」 

という、 女の 声が 聞え た。 見れば、 自分の 前に、 旅 



姿の 娘が 立って いた。 

「左様で」 

とお 力 は 答えた。 

「新選 組の 方々 が、 こちら さまに、 お居で と 承り まし 

たが …… 」 

「はい、 近 藤 様 や 土方 様 や、 新選 組の 方々 が、 最近 ま 

で こちらで 療治 をお 受けに なって おられ ましたが、 先 

日、 皆様 打 揃って 甲府の 方へ —— 甲 州 鎮撫 隊と なられ 

て、 ご 出立なさい ました」 

「ま ァ、 甲府の 方へ！ それで は、 沖 田 様 も！ 沖 田 

総 司 様 も £:」 



「ご存知で？」 

「いえ」 

と、 あわてて 打消した が、 お 力 は (これが、 総 司 さ 

んが、 眠った 間 も 忘れない お 千代と いう 女な のか。 … 

…総 司さん は、 お 千代 は、 恋 患いで 寝込んで いる だろ 

うと 仰 有った が、 寝込んで いる どころ か、 東海道の 長 

の 道中 を、 清 姫より 執念深く 追って 来たよ。 …… どつ 

ち もどつ ち だね え) と 思う と 同時に、 ムラ ムラと 嫉妬 

の 情が 湧いて 来た。 それで、 

「はい、 沖 田 様 も 新選 組の 隊士、 それ も 助 勤と いう ご 

身分、 近 藤 様な どと ご 一緒に、 甲 府へご 出発なさい ま 



したと も」 

と 云い 切る と、 お 千代 を搔 遣る ようにして 歩き 出し 

た。 しかし 五六 間 歩いた 時、 気になる ので、 振 返って 

見た。 お 千代が、 放心した ような 姿で、 尚、 松 本家の 

ざま 

門前に 佇んで いるの が 見えた。 (態ァ 見や がれ) と 眩 

きながら、 お 力 は 歩き 出した。 でも 矢張り 気になる の 

で、 又 振 返って 見た。 一時に 痩せた ように 見える お 千 

代が、 松 本家から 離れて、 向う へトボ トボと 歩いて 行 

く 姿が 見えた。 (京都へ 帰るな り、 甲府へ 追って 行く 

なり、 勝手に しゃがれ。 総 司さん は 妾 一 人の 手で、 介 

抱し 通す つて こと さ) と 眩く と、 足早に 歩き 出した。 



の 方へ 歩き かけた。 

女 夜叉の 本性 

(この 男なら やり かねない) 

こう 思った お 力 は、 嘉十 郎の袂 を摑ん だ。 

(剣 技に かけち ゃァ、 新選 組 一 だとい われて いる 沖 田 

さんだ けれど、 あの 病気で 衰弱して いる 体で、 嘉十郎 

に 斬り かけられて は 敵う 害 はない。 …… 総 司さん を 討 

たれて なる もの か— …… いっそ 妾が 此奴 を！) 

と、 肚を 決め、 



戸へ 征 込んで 来て、 焼 打ちに かけようと 安全 だ。 …… 

と 思って いる 植甚の 鼻 を あかせ、 俺ァ これ 迄にち よい 

ちょい 此処へ 潜 込んで、 今日までに 千両 近い 小判 を揚 

げたから にや ァ、 俺の 方が 上手だろう —— と 思って い 

ると お前が 現われた。 偉え！ 眼が 高え！ 小判の 隠 

場ァ 此処と 眼 をつ けたんだ からな ァ。 …よし 来た、 そ 

うなり ゃァぉ 互い 相棒で 行こう。 …… が 相棒になる か 

ら にや ァ …… 」 

お 力 は、 (然 うだった のかい。 滝の 背後に 金が 隠し 

て あるの かい、 妾が、 体の 血 粘 洗おうと 来たの を、 そ 

ん なよう に 独 合点 しゃがった のかい。 …… 然 うと 聞い 



ちゃ、 まんざら 慾の 無い 妾 じゃァ なし …… ようし、 そ 

つもり 

の 意で。 …… ) 

例の 匕首で グッ と！ 

「ゥ、 ゥ、 ゥ 」 

動か なくなった 留吉の 体 を、 池の 中へ 転がし 込んだ 

，、ゝ 、 

力 

(人 二人殺し たからに ゃァ、 いくら 何んでも 此処に は 

いられない。 行きが けの 駄賃に、 …… 云う こと を諾か 

ない 総 司さん を …… そうして、 矢っ張り 懸賞の 金に あ 

りっこうよ) と、 

離 座敷の 方へ 小 走って 行き、 雨戸 を窃 つと 開け、 座 



来た。 お 千代 は 走 寄り、 取鎚 るよう にして 訊いた。 

「沖 田 総 司 様 は、 …… 討死に しました か 9 …… それと 

も …… 」 

「ナ 二、 沖 田 総 司？」 

と、 その 隊士 は、 不審そう にお 千代 を 見た が、 

「いや、 沖 田 総 司なら …… 」 

しかし その 時、 流弾が、 隊士の 胸 を 貫いた。 隊士は 

斃れ た。 お 千代 は 仰天し、 走 寄って 介抱した が、 もう 

ことき 

絶命れ ていた。 

(妾ァ 何処まで も 総 司 様の 生死 を 確め る) 

と、 お 千代 は、 疲労と 不安と で、 今にも 気絶し そう 



な 心 持の 中で 思った。 

(そうして、 総 司 様の 前で、 総 司 様から 下された、 縁 

切りのお 手紙 をズタ ズタに 裂いて、 妾 は 云って あげる 

「いいえ、 妾 は、 総 司 様の 女房で ございます」 つて) 

そのお 千代が、 下 総 流 山の、 近 藤 勇た ちの 屯所の 門 

前へ 姿 を 現わした の は、 四月 三日の ことであった。 近 

藤 勇 や 土方 歳 三な どが、 脱走兵 鎮撫の 命 を 受け、 幕府 

から、 この 地へ 派遣され たと 聞き、 恋人の 総 司 も その 

中に いるものと 思い、 訪ねて 来たので あった。 しばら 

ちゅうちょ 

く 門前に 躊躇して いると、 門 内から、 二人の 供 を 従え 

騎馬で、 近 藤 勇が 現われた。 



「近 藤 様！」 

と 叫んで、 お 千代 は、 馬の 前へ 走 出し、 

「沖 田 様 は £:」 

「お 千代 か！」 

と 勇 は、 さも さも 驚いた ように 云った。 

「沖 田 か、 沖 田 は 江戸に 居る。 千駄ケ 谷の 植木屋 植甚 

という 者の 離 座敷で 養生いた してお る。 …… 詳しい こ 

とも 聞きた し、 話し もしたい が、 わし は是 から、 

越ケ 谷の、 官軍の 屯所へ 呼ばれて 出頭す るので、 ゆつ 

くり 話して おれぬ。 …… わしの 帰る まで、 屯所 内で 休 

ん でお るが よい。 知己の 土方が 居る」 



しかし その 顔に 俄に 憎悪の 表情が 浮かび、 

「おのれ、 お カイ —— ッ」 

と 云った。 それが 最後の 言葉であった。 

翌月の 十五 日に 始まった のが、 上野の 彰義隊 の 戦い 

おんぎ 

であった。 徳川 幕府 二百 六十 年の 恩誼に 報いようと、 

旗本の 士が、 官軍に 杭しての 戦いで、 順逆の 道に は 背 

いた 行為で はあった が、 義理 人情から 云えば、 悲しい 

理の 戦いでも あった。 しかし、 大^ は 予め 知れて いて、 

彰義隊 の 敗れる ことに は 疑い 無かった。 江戸の 人々 は、 

一 日 も 早く、 世間が 平和になる ようにと 希望みながら、 



「ああ …… お前さんに 殺されるなら …… 妾に ゃァ …… 

怨み は 云えない ねえ」 

と 云い、 ガ ックリ となった。 

上野 山 内から、 伽藍の 焼 落ちる 黒煙が 見えた。 幕府 

という 古い 制度の、 最後の 堡塁であった 彰義隊 の 本営 

が、 壊滅され る 印の 黒煙で もあった。 

「片 がつ いた」 

と植甚 は、 お 千代 を 介抱しながら、 黒煙 を 仰ぎ、 感 

慨 深そう に 云 つ た。 

(何も彼も 是で片 がつ いた) 
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